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軽
麗

襲

鶴

軽

臨

時

病

院

で

増

床

コ
ロ
ナ
禍

で
社
会

の
活
動
が

一
部

で
制
約
さ
れ
る
な
ど
、

国

民
生
活
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

増
床
を
」

と
働
き
掛
け
が
広
が

っ
て
い
る
。

麗
襲

麗

寵

寵

麗

の
政
権
交
代
」
を

続

い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
新
規
感

　

　

菅
首
相
は
突
然
、

退
陣
表
明

染
者
数
こ
そ
減
少
傾
向
を
見
せ

　

し
、　
コ
ロ
ナ
対
策
に
専
念
す
る

て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
新
規

　

と
し
な
が

ら
　
政
権
を
投
げ
出

感
染
者
は
続
き
、

次

の
６
波
を

　

し
た
。

国
会
を
開
か
す
、

国
民

指
摘
す
る
専
門
家
も
い
る
。
　
　
　
へ
の
説
明
責
任
も
果
た
さ
な
い
。

な
に
よ
り
１
０
万
人
を
超
え

　

自
己
の
正
当
化
に
終
始
し
、

国

る
自
宅
療
養
者

の
い
の
ち
だ
。
　
　
民
の
い
の
ち
を
軽
＜
扱
う
や
り

党
派
を
越
え
て

「
臨
時
病
院

で

　

力
に
憤
り
を
覚
え
る
。
　

Ｉ
Ｌ

督

衆
院
選
挙

・
中
国
ブ
ロ
ツ
ク
比
例
は

衆
院
選
は
小
選
挙
区
と
ブ

ロ
ツ

ク
比
例

の
２
回
投
票
し
ま
す
。

例
え
ば
、

ブ

ロ
ツ
ク
比
例
代
表

は
政
党
名
で

「
社
民
党
」

と
書

き
、

小
選
挙

区
は
立
憲
野
党

の

候
補
者
名
を
書
き
ま
す
。

政

党
名

で

「
社

民
党

」
小
選
挙
軍

広
守

区
重
複

有
日
ゆ
う
こ

広
島
強
撻
話

農騒還館鐘由毬督
政治の私物化、情度・隠ぺいなど厳しく批判さ
れた安倍前政権、表紙を変えて、自助と自己責
任の菅政権には新型コロナが立ちはだかった。
2代続けての政権放棄は、自公政権の行き詰ま
りを示すものだ。表紙の差し替えでは政権維持
が難しいと4氏が競演、いかにも何か変わりそう
を演出、岸田文雄氏が新表紙を飾ることとなつ
たが、アベ・スガ政権への反省もなく、いのちと
暮らしの安心は不透明なままだ。
憲法解釈の強引な変更や、政権の意に添わ
ない人を〕卜除し、説明責任を呆たさないなど、
民主主義軽視、国民軽視の政権をこれ以上続
けさせることはできない。国民のいのちと暮らし
は待つたなしだ。衆院選で「生存のための政権
交代」を実現し、平和で国民に寄り添う政治の

復権に全力を上げよう。

い↓

コ
ロ
ナ
禍

で
改

め

て
明
ら
か
と
な

っ
た

の
が
、

規
制

緩
和
と
競
争

の
新

自
由
主
義
政
策
が

も
た
ら
し
た
医
療
、

福
祉
、

非
正
規
雇

用
な
ど
、

格
差
と

社
会
的
弱
者

の
間

題

で
す
。

床
が
抜

け
た
と

い
わ
れ
る

社
会
を
今

こ
そ
変

え
よ
う
。

変
え
る

力
は
私
た
ち

の
中

に
あ
る
。

列
島
を
横
断
し
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
な
が
ら
も
、

台
風

一
過
、

秋
空
を
見
せ
た
９
月
‐８

日
夕
刻
、

毎
月
定
例

の
市
民
と

立
憲
野
党

の
合
同
宣
伝
を
行
な

い
、

約
３
０
名
が
参
加
。

「
戦

争
法
」

強
行
を
機
に
、

６
年
続

い
て
き
た
。

お
か
や
ま

い
っ
ぽ

ん
、

社
民
党
は
じ
め
立
憲

民
主

党
、

共
産
党
、

新
社
会
党
、

み

ど
り
岡
山
が
、　
マ
イ
ク
リ
レ
ー

を
行
い
、

菅
首
相

の
退
陣
表
明

で
大
き
な
動
き

の
あ
る
政
治
や

コ
ロ
ナ
対
策

で
訴
え
た
。

社
民
党
は
、

武
本
幹
事
長
が

「
戦
争
法
反
対

で
国
会
を
取
り

巻

い
て
か
ら
６
年
、

安
倍

・
菅

の
自
公
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
格
差
、　
コ
ロ
ナ
で
は
い
の
ち

の
危
険
や
明
日
の
生
活
に
困
窮

し
、
　
一
方

で
防
衛
費
は
増
大
を

つ
づ
け
、

こ
れ
以
上

の
自
公
政

治
は
ゴ

メ
ン
だ
。

立
憲

野
党

の

共
闘
で
い
の
ち
を
守
る
政
治
に

転
換
さ
せ
よ
う
」

と
訴
え
た
。

参
加
者

の
思

い
を
掲
げ
た
プ

ラ
ス
タ
ー

で
、

中
で
も
社
民
党

の
新
形
式

の
ポ

ス
タ
ー

に
目
が

止
ま
っ
た
。
　

（
報
告

・
野
崎
）

〈
Ｎ
や
帥

（ 「 の
時
時
中

巾
の
お

申
軸

く
。

種
類
に
よ
っ
て
は
２
０
０
も

の
会
話
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
と
か
。

ク
ジ

ラ
の
遠
距
離
交
信
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、

同
属

の
鳥

の
間

で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

驚
く

▼

「
人
間
が

言
葉
を
失
っ
て

い
る
」

と
い
う
想

い
へ
の
警
鐘
か

も
。

コ
ロ
ナ
禍

で
、

何
気
な

い
日

常

の
会
話
も
、

人
と

の
接
触
も
制

約
さ
れ
、　
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い

「
ス
ト

レ
ス
」

の
反
映
か
も

（
こ
こ
は
居

酒
屋
で
の
ひ
と
時

の
効
用
の
再
評

価
を
）

▼
怒
り
に
も
似
た
思
い
は

コ
ロ
ナ
禍

で
言
い
換
え
ら
れ
、

い

の
ち
に
関
わ
る

「
自
宅
療
養
」
。

「
言
葉
を
失
う
」

こ
と
を
広
く
社

会
的
に
問
う
な
ら
、

情
度
、

公
文

書
改
ざ
ん

・
隠

ぺ
い
な
ど
、

意
に

反
し
て
強

い
ら
れ
る
こ
と
も
含
ま

れ
よ
う
か

▼
た
だ
飲
食
店

の
営
業

時
間
制
限
に

「
コ
ロ
ナ
は
夜
行
性

で
す
か
」

と
問
わ
れ
、

ま
た
障
害

者
か
ら

「
お
手
伝

い
し
ま
し
よ

う

か
」

の
声
掛
け
が
減
っ
た
と

い
う

話
に
も
言
葉
を
失
う

▼
と

こ
ろ
で

ヒ
ツ
チ

コ
ツ
ク

の
映
画

「
鳥
」

は
、

あ

の
と
き
何
を
言
っ
て
い
た

の
か
。

乞
う
、

読
者

の
ご
意
見
を
―

（
の
）

定
例
学

習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐０
月
セ

日

（
第

２
火
）

１

８
温

辰

巳

「
時

事

問

題

懇

話
会
」

¨

Ю
月
２９

日

（
月

末

金
）

１
８
競

コ

ロ
ナ

状

況

に

よ

り
変

更

あ

り

¨

い
す
れ
も
辰
巳

。
新
事
務
所

で

党県連含活動 日誌
9/7 市 民と立憲野党の打合せ (武本)
9/12～ 9/19 総 社市議選
9/18 市 民と立憲野党の合同宣伝 岡 山
9/18 備 北ノヽス労組大会 (メッセージ)
9/19～ 10/3 岡 山市長選
9/22 党 定例街宣 (岡山市長選のため中止)
9/25 岡 山市平和推進協 ・運営委 (武本)
9/28 さ よなら原発 ・実行委 (試本)
9/29全 国連合 ・会計監査 ・オンライン (耐本)
※党宣伝カー 9/19～ 10/3岡 山市以外中bに
街頭宣伝 ・新報暑外配布を随Bき実施

こ
葬
内
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ユ22-103 Tel.086-242-5510             発 行責任者 武本恒夫
http://www.sdp,orjp/okayama/index.html  e―mail i shattin_okayama④fancy口ocnttnejp

市民と立憲野党の合同宣伝 :マイクを持つ武本幹事長

社民党 :ブロック比例と小選挙区の戦いに、ブロック比例単独5、 小選
挙区重複10の計15名が立候補予定。全国4名以上、得票率2%以 上を
目指して全11ブロックで奮闘中。県下でも県選対会議を発足、新報号外
配 布 、ポスター貼、宣伝カーも連日県内を駆け□つてしヽます。

総選挙情勢 :菅首相の退陣で政治情勢は大きく動き、自民党総裁
選後、10月 4日、臨時国会で新総理選出などを経て解散、後、
40日 以内に 総 選挙。11月選挙の見通し。


